
 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

◆ お客様        木所勝邦様 

◆ 会長あいさつ     山崎秀美会長 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１４日の例会記録 

 
 

ガバナー資格も消えてしまって、ガバナーがいない
状況になりました。 
あと今日の卓話をしていただく木所様におかれま

しては、木村さんはよく知っている方だと思うのです
けど、なんと２４０億ですか！そういう負債を背負いこ
んで普通の人だったら結構大変ですよね！プレッシ
ャーかかって胃潰瘍になるのかどうかわかりません
けど、そういうプレッシャーに打ち勝って全額返済し
た凄い話をしていただけるようです。なかなか体験し
ようと思ってできるようなものではないので、生の話
を聞けるっていうのは非常にありがたいところでござ
います。 質問の時間など取っていただければいいな
と思っていますので、よろしくお願いします。 
最後に獨協大学のローターアクトクラブについて

は、草加中央ＲＣから引き継いでいこうというような
話で当初は考えていましたが、そうではなく先日の理
事会で、草加中央ＲＣと一緒にやっていく方向でスポ
ンサークラブに手を挙げていこうという話で一応通っ
ています。今後草加中央ＲＣの動きをみながら動い
ていきたいと思っています。獨協大学のローターアク
トクラブの中でも承認をしていただいて、７月１日、次
年度からは当クラブもスポンサークラブの１つになる
か、当クラブだけになるか、まだわかりませんけれ
ど、いずれにしても当クラブがローターアクトクラブを
サポートしていく形になるということには決定されるよ
うな方向になっております。 宜しくお願い致します。 

改めましてこんばんは、今日は素晴らしい卓話を
後ほどしていただく わけですけれど、それに先立ちま
して先週の土曜日に私の所にロータリーの地区事務
所から速達が届きました。内容は梨本ガバナーが幸
手ＲＣを退会しましたということでございます。実は今
ガバナーがいない状況です。直前ガバナーの細渕さ
んが代行として今後の色々なイベントには参加する
のではないかと思います。ちょっと色々経緯があった
らしいのですけれど、簡単に言うと地区事務所の職
員に対するパワハラがあったらしいです。女性の方の
ようなのですけど、６０歳、６５歳を超えているのか
な？そういう方に昨年の７月ガバナーになった直後に
「もういい年だからそろそろ退職したら」と言うような話
をしたらしいのです。それがだんだん高じて何回か
そういう話になって、その相手の方が申し立てに
及んだ、こういうパラハラ、エイジハラスメトと言う
のですけど、それが行われているということで、
申し立てをしてその調査委員会が発足しまして、
ガバナーによるハラスメント緊急対応委員会って
いうのが地区にできてそれで色々聞き取りをした結
果、黒だったっていう結果だったのですかね！よくわ
からないのですけど、金曜日にこの件に関して説明
会がありますので私出てきます。来週どういう内容か
を報告できるとは思いますけれど、前代未聞の結果
になりました。いずれにしてもどういう経緯にせよ今の
ご時世ハラスメントは嫌われるわけですよね！スマー
トなやり方があったのかな？とは思いますけれど結
果的に所属クラブを退会されましたので、その段階で 
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皆さんこんばんは、年度末になりまして本日 

皆様にご報告することはございません 

 



  

                                                       

                                              

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

                                                   木所勝邦様 

  皆さんこんばんは、今日は草加市の素晴らしい皆さんですけれども、各界代表する皆さんの前で話をさせてい

ただく機会をいただきましたことを熱くお願い申し上げます。ありがとうございます。 

私も先ほど会長の方から話がありましたけど２４０億の借金をして、おかげさまで倒産しないでこられたと、今

日、みえている鈴木さんに実は助けられまして、うちはこういう借金があると話をしたら、後で具体的に話します

が、こういう所があることをご指導いただきまして、助けていただいたということでございます。 

最初に自己紹介、皆さんのお手元にプロフィールみたいなのはありますでしょうか！私は昭和２０年５月３日生

まれでございます。今ちょうど７９歳になりました。おかげさまで元気でいられるのでありがたいなと思っておりま

す。 

後で健康のこともちょっと話したいと思いますけど、仕事は、川越で三光物産という仕事を私は初代の創業者で会

社作って５７年目になります。 あと、皆さんと同じような奉仕団体、川越葵ライオンズクラブに入っているのですけ

ども、こちらには４７年入っております。チャターメンバーで、最初５０人でスタートして、今も５０人メンバーいますけ

ども、チャターメンバーは３人しか残ってない。 

 私の生まれた家は商人の家だったのです。生鮮産品、今一言で言うと小さなスーパーマーケットを経営していま

して、その他に製材工場、建築の方もやっていまして、材木を切って、製材にして売ったりとか、あとは狭山茶の製

造販売、東京に２つ支店がありまして、そこに狭山茶を納めていたということで、私は、姉、兄、私、妹、４人兄弟の

お上から３番目、二男です。家の親父は「商売ほど面白いものはない」と良く言っていました。自分は勤め人では

なく商人になりたいと夢を持っていました。たまたま母親の実家に子どもがいなかったと言う事で小さい頃から潜

在意識をうえられたのか分かりませんが、１２歳の時に養子に行く決意をしました。これが２４０億のプレッシャーに

かられた、振り返ってみると子ども時代のそれがためになったのかとも思います。子どものいない家ですが母親の

実家で大事にされたつもりでおりました。今でも忘れませんが川越の家庭裁判所に行きまして、本人の意思確認

で、木所に養子に行くのかという事を裁判官に言われたことを覚えています。忘れません。ハイと返事をしたのも

覚えています。それと同時に養子に行く覚悟というのですか！子ども心に何を頼りに行くのか考えたのですが私

はその家に行って幸せになると自分で心に決めたのです。養子先の親父には良い事を考えたなと褒められまし

た。子どものいない家庭に行ったものですが、あとで聞いた話ですが養子先の母親は自分の血筋から養子を貰い

たかったが、父親の血筋から行ったもので、夫婦仲もあまりよくなく、離婚寸前の家庭に養子に行った関係で母親

は私を追い出そうと継子いじめ、かなり徹底的に虐められたのを覚えています。一番意地悪なのは弁当が毎日同

じおかずとか、洗濯もしてくれませんし、切れたものも自分で縫いました。その点では自首性が沸いた気持ちはあ

りますが早く稼ぎたい、独立したいと思っておりました。徹底的に虐められて、養子先から生家までは１０００ｍくら

いの所なので泣いて帰ったら、可哀そうだから戻って良いと言われたのを覚えていますが、度に各徹底的に虐め

られました。そんな中で中学３年あたりだったと思いますが、母親が病気になったのです。虐められてはいたので

すが、自分なりに一生懸命看病をしたのです。そうしましたら養子先の母親が私を大好きになってくれまして、「相

手を変えないで自分が変われば」との勉強会もさせていただいていますが、子どもの頃に体験させていただきまし

た。今会社では１５０人くらい働いていますけど、「大勢の人を使っていると大変でしょ」と良く言われるのですが、

全然大変ではなく皆さんに働いていただいている。母親に虐められたことが自立心と人間関係、私が名前をつけ

たのですが「変わらぬ愛情」相手がどんなことをやっても自分はこの人が大好きなのだと思えば振り向いてくれる

のではないかと、そんなに実験はしていませんがそんな体験をしました。これが苦難に対応できたことかなと思っ

ております。本当母親はいい母親だったなと思っております。実は兄弟喧嘩をしたのです。そしたら母親が泣いた

のです。そうしましたら兄弟はもう母には逆らえない、母親は大事にしてくれたのでそれで収まったのを経験してお

りますけども、その意味で、おかげさまで一般的な家に生まれたからよかったかなという風に思っております。 

 会社を作ったのは大学の２年の時ですけど、本当は高校の時に川越商業高校に行って商売を覚えて独立しよう

と思ったのですけども、なかなか商売も見つかるものがなくて２２歳の時に三光物産と言う会社を自分で書類を書

いて申請をしたのを覚えております。どんな仕事やるかっていうと、私は調理師の資格を持っていましたので「料

亭三光」を自宅の前に家は農家の土地はあったので、１００坪ぐらいの木造の平屋の中古の建物を作りましてそこ

で中華料理と建物はちょっと広かったものですから結婚式場もやっておりまして、それと不動産の方２つの道を設

立して歩んでいました。中華料理店の方もそこそこ軌道に乗ったのですが、自分もこれで一生終わるのはつまらな

いと言う事で不動産の道に入ったっていうのは今でも覚えております。 第１次オイルショックの前までは、不動産

を買ったり売ったりして結構儲かり、これならこれで行けるなと思っていたのですが、残念ながら不動産が半値に

なってしまったのです。バブルは６分の１になったのですけども、第１次オイルショックの時は半値でした。これでは

将来厳しいなと思いまして、アメリカの不動産会社が非常に信用ある。銀行とか弁護士とかお医者さんだとか不動

産会社とかが非常に信用があると、当時、一言で言うと不動産ブローカーとか不動産屋と言われていたのです

ね！  

                            

強運開運の法則卓話 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ちょっとまともな人がやる商売じゃないようなイメージの名前でやっていましたけども、どうしてアメリカの不動産会

社がそんなに信用なんだろうということで、1 週間くらいでアメリカでその商売を見るという会がありまして、通算で 1

ヶ月ぐらい、上はカナダから下まで 全部アメリカ、全部待って歩きました。その時にこういう商売がいいよよ言われ

たのは、通販の 商売を提案されまして、アメリカは広いから通販は成り立つけど、日本で通販はダメだなと！今や

っていればよかったかもしれませんけど。不動産の売買よりもアメリカのこれは私の見た目で合っているかどうかわ

かりませんが、 不動産の賃貸業が良い！不動産貸す仕事ですね。ちょうど石油ショックの後ですか、不動産の賃

貸業を、当時まだ不動産売買は儲かったのですけども、細かいことやってもしょうがないと周りから言われたのです

が賃貸業のを目指すようになりました。商売を始める時に１つは、ダンボールの生地を作る会社、ダンボールの元

ですね！簡単にドイツからカタログを取り寄せたのですが、資本金がかかると言う事でダメだということ、あと金融

機関、銀行経営も色々調べたのですけど、これも資本金がということで諦めて不動産の賃貸の方に！不動産賃貸

も特徴がありましてうちの場合はお客さんから不動産預かって自分の付加価値を付けて貸すという商売サブリース

と言う。まだ誰も手がけてない時にやらせていただきました。ざっくり預かり資産で言うと今現在大雑把に言うと、約

５００億くらいの資産を預かって運用しておりまして、その中には倉庫が約３万坪ぐらいサブリースしております。そ

のバブルもそれはそれで進んでいたのですけども、その後、不動産を売ったり買ったりの商売はやり続けたのです

が、不動産の売り買いの資金も、当時金融さんから、バブルの前はどんどん使ってくれっていう話がありまして、お

かげさまで、先ほどの借金２４０億の借金まで借り入れることができて、それは川越温泉湯遊ランドホテル三光を建

築したのです。土地が１０００坪、建物が３３００坪ありまして、それを元取るためにそこだけで１００何億借金しまし

たので、 さらに土地を買って、その売買利益で返済しようということで土地を買い込んだのが事実です。振り返って

みると、約、資産が３００億ありまして、借金が２４０億と言うバランスシートでした。ところが、バブルが崩壊しました

ら、３００億の資産が５分の１くらいに！だから借金の山ですよね！買った不動産も１年も売れない。 ホテルも経営

していましたので、日銭とそれから家賃収入があったのですけど、本業は不動産の売買で儲けていましたので売上

が０になったってことは、これでうちは終わったかなと思っておりました。その時の心境を話しますとたまたま相手の

金融機関はなくなったので話しますけど、３行で２５０億くらいの借金をしてしまったと言う事です。売り上げが上が

らないから返済できないということになりまして、たまたまその金融機関全部が経営破綻、その全部の金融機関が

整理回収機構（ＲＣＣ）にうちの会社の借金が全部売れたのです。整理回収機構に呼ばれて、当時うちは、その借

金する前に、３００億の財産の時に上場する程だったのですね。野村証券からして支店長クラスの人に役員で入っ

てもらい上場の段取りをしていたのです。ところが破綻したうちは、ＲＣＣに売られてしまったが、その人が計算した

ら、当時１００年なら返済できるっていう計算に成り立ったのです。それを引き下げて、フィフティフィフティ、半分はカ

ットしてもらって、半分ならなんとか返せるだろうと、５０年返済なら何とかなるだろうと乗り込んでいったのです。忘

れませんけども小さい部屋に通されまして、向こうは６人の弁護士、こっちは２人、テレビカメラが４箇所にありまし

た。いきなり、あんたが悪いと徹底的に犯罪者扱いをされました。泣きました。これでうちはもう終わりだと、その時

言われたのはですね、２４０億の自宅から全部担保に入っていまして、とにかく売れるものは売って返せというのが

条件でした。帰りはもう本当に死ぬというか、どうして死んだら具合良く死ねるかも研究をしました。それから、会社

更生法もできないかの対応も検討をしましたけども、なかなか出口が見えないと毎月返せという中で、心の支えで

すよね！皆さんは、困ったことはないと思いますが、私の場合、どういう風に考えたかっていうと、「その借金は返そ

う」と決めたのです。返せないのだけど、返そうと決めたのです。やり方、仕方は無限にあると言われたのです。そ

れが 1 つの救いだったんですけども、返そうと決めたのです。整理回収機構に そっくり２４０億売られてしまったか

ら、家屋敷から田畑など全部担保に入ってしまったが売って返して全然足んない。貸家がアパートに入るようで年

寄りの面倒見なくてはならない、大変なことになったと思いましたけども、要は心の問題です。倫理法人会に出会い

まして、こういうような考え方いくつもあるんですけども、自分はこう考えました。「人と人が１度決心するとまわりの

事情は一変してその事が出来やすい状態になってしまう」自分はこういう風にすると決めると、やり方仕方わかりま

せんし、返済なんかとんでもないけど、できない状態ですよね。 １００年返済ですから、100 年返済分の返済は、毎

月決めた金額は整理回収機構に払っていたのですけども、毎月決まった日に 1 回も休まず！それは当たり前のこ

とですけども、これは心の支えの部分ですけども、決心すると周りが協力してくれるっていう体験をさせてもらいまし

た。敵だと思っていましたが、やがて味方となって指示してくれる。決心だから辛いと思ったらやめたらいいっていう

考え方です。だけどやろうと心に決めたらできる。なんとしても一生かかっても返すっていう決意ができました。んこ

のような考え方で、精神的にもなかなか大変ですが、わずかですが１年間返済していましたら、整理回収機構から

おめでとうございますと言われ三光さんを助けると、要は再生を国が認めたからと！どういう風と聞きましたら要は

２４０億の借金をわかりやすく言うと半分にしてくれと、その半分を帳面上はキャッシュでくれる形になるのです。そ

うすると土地を損して売らないと利益になる。その 120 億それをなんとかバランス取れて、一応１２０億で再生、１２

年編成で約束をしてスタートしたわけです。途中で不動産が上がり、整理回収機構からそんなに急いで返すことは

ないと言われましたが借金だからってことで、そのうちまた２度目の地価が下がりまして、失われたちょうど２０年の

真っただ中、約２０年間そんなことやっていました。なんとかバランスが取れていましたが、２度目の苦難、リーマン

ショックが来たのです。皆さん経験されたかもしれませんが、私はこのリーマンショックでもう正直経済は終わったと

思いました。うちも家賃収入の売り上げが半分になった。いよいよ返せなくなったという状況です。整理回収機構で

再生の許可をもらったけど、もう２度と助けないよと言われたのです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その段階で目の前にいる大恩人の鈴木さんがうちの会社に寄っていただきまして本当に今でもありがたいなと思

っていますけど、なんかこういう状況金融機関の破綻については自分たちが申し訳なかったというようなこと言って

くれました。そこまでトップの人が考えてくれている。ありがたいなと思って、うちの状況を話しましたら、埼玉県に再

生支援の機構があるから一度相談に行った方が良いと言われ、それがきっかけになる。普通２度目の再生はあり

えないのですけどもそこに通ったわけです。ところが三光さんの話を引き受けたら、遣らなくてはいけないから、こ

の内容でも引き受けられないということで、断られたのです。それでもですがるものはないですから、毎月のように

決算書を持って通いました。何ヶ月かして何とかしましょうとなり、今でも忘れませんけども、三光さん「万が一」って

知っていますか！お宅さんの場合は「１０万が一」だと言われたのです。もうありえない話で助けるんだ！具体的に

言うと、りそな銀行さんと埼信さんに残りの借金、もちろんカットもありましたけど、出してもらうという段取りで話を

進めていったのです。そうしましたら、更に土地が下がってしまった。担保が足りない。どこも貸してくれない。これも

第１回目の奇跡ですけが、第２回目の奇跡がありました。国の政策金融公庫が無担保無保証で資本に注入してく

れると言ってくれた。それで再生できましたのが現実です。奇跡です。なぜ助けてくれたのかを聞きましたら、大勢

お人を使っている雇用を守ってくれていると言うことなのです。 

それと３００～５００か所くらいの工場、倉庫を賃貸して、そこにみんな工場とか倉庫がある。するとうちが倒産する

と地域に与える影響が大きいっていう２つの理由で助けてくれるということで、今日このようになったわけですけど、

１２年の金利が１割近いのです。確かに１２年だったら貸す方は儲かるわけです。だから、うちも金利が高いから早

く返そうと、その時には私は再生支援の方は段取りできて、責任を取れと、誰かにこの会社は売られるのかと思っ

たら、 誰かいないかと言われたの、うちの息子でも良い事になり、私は会長の立場で、息子が社長という形で入れ

替わったわけなのです。 そんな状況で、おかげさまでいろんな人に助けられて今日があります。 

 もう１つ言いたいことはですね。皆さんそんなことないと思うのですが「困ったら人に聞く」、聞くと言うか相談する。

これが本当に、私はもう嘘隠しなくこういうことで困ったからと人に話しましたよ。  

それで皆さんが協力してくれたので今があります。だから、人に聞ける自分っていうのですか、非常に隠さず、それ

からもう１つは賃貸の方はしっかりしていたので、別会社にしてそれはそれで、個人的やればある程度借金したと

ころ、別会社に持っていき、それはそれでやればよいと思っていたのですけど、そういうことしないで、もう 1 つは、

再生してくれる時の話なのですけど、全て自分の財産をさらけ出したのです。相手もやはりよく調べてよく知ってい

たのですよ。なんで、正直に言ってくれたっていうことで、自分を信頼してくれて今日があるのかなという風に思って

おります。時間が迫ってきましたけども、 最近自分で思っていること、これは一番思えたことがありがたいことで、こ

ういう風に思っています。経営する時の考え方ですね。 

思いは現実、思ったことは現実になる。おかげさまで、今は無借金なりましたので、思ったことは現実なんだ！ 

現実は過去の思い、行動の結果、今の現実は全て自分の責任。これ人のせいにしていた自分がいたのです。です

から、やはりなんか困った時には自分、これ自分がまいたものだと覚悟して、よく試練、試練は呼びかけ、苦難は

受け止めて喜べとまではいきませんけど、苦難の話は苦難いらっしゃいっていう気持ちになれれば、その時の心の

問題ですけども、私は生き延びられるのかなという風に思います。 

あと健康の話をするのを忘れましたけども、健康のことでちょっと言いますと、多分私は途中で不健康だったら多

分倒産していたと思います。おかげさまで健康でいられました。鏡を見るとこんなに借金しているのになんでこんな

いい顔をしているのだろうと思うぐらいいい顔をしていました。それはですね、あるドクターに聞きましたら、皆さんも

そうだと思うのですけども、病気になってから医者にいっていませんか！多分病気になる前に行くことが大事と言

われておりました。おかげさまでそういう対応していた自分がいました。会社の経営でもそうなのですよ。具合が悪

くなってから相談に行くけど、具合が悪くなる前に、うちの会社の弱点はこういうとこがあると、それを前もって手を

打ってくということが、結果的にはいい方向に行くのかなという風に思っておりまして、自然にそういうことができた

ことが ありがたいことだなというふうに思っております。それとですね、もうちょっとわかりやすく言うと、会社経営で

すが、自分は厳しい時に、経費を落とせないと思っていたのです。ところが資金収支がプラスにならないと、あんた

の会社は倒産してくれってなりまして 2 回目の再生ですから、もう倒産してくれってなる。ところが、資金を余らせ

る。要は経費をどこまで落とせるかと言うことなのですが、意外と無駄遣いしていた 

自分がいましてそういうことで、これ事例ですけども、トヨタさんは今５兆円利益あげて 

いますよね。うちも埼玉県に６か所ある倉庫のトヨタ自動車の部品倉庫を 1か所貸して 

います。  

過去にトヨタさんは２兆円の利益が出たんです。そんな時に三光さん相談があると、 

２兆円の利益出たので家賃上げてくれるなと思ったら、当時半分にしろと言ってきたの 

です。さすがトヨタスは凄い！乾いたタオルはまだ絞ってとの体験をさせていただき 

ました。ちょうど時間が来ました。いずれにいたしましても、このような、素晴らしい 

仲間の皆様と前でこのような話をさせていただきましたこと、本当熱くお礼を申し上げ 

ます。どうもありがとうございました。 

 

卓話のお礼としてお渡ししたお金は、木所様のご厚意によりニコニコに入れさせ

ていただきました。貴重なご経験の卓話をありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ５月１４日 ニコニコＢＯＸ 

金額 49,000 円 累計 809,000 円 

５月１４日  出 席 報 告 

会員総数 34 出席 19 

出席免除  2 ＭＵ  ２ 

出席適用 32 出席率 65.63 

山崎 秀美会長 木所勝邦様元気の出る卓話宜しくお願い致します。 
        今日は米山奨学生の歓送迎会があります時間のある方は参加して下さい。 
会田小弥太幹事 木所勝邦様卓話楽しみにしております。 

本日は米山奨学生の歓送迎会です。皆様宜しくお願い致します。 
飯山 英彦会員 木所勝邦様卓話ありがとうございました。 
牛山 信康会員 木所さま卓話ありがとうございます。 
大塚 嘉一会員 娘(社会人 1年生)が初月給で家族に焼肉をご馳走してくれました。おいしかった。 
北畠 文康会員 本日は木所勝邦様卓話ありがとうございました。240億円！全く見当がつきません！ 
        勉強させていただきます。 
加藤 芳隆会員 木所勝邦様卓話よろしくお願いします。今後の参考になればありがたいです。 
木村 博行会員 木所様ようこそ！お話楽しみです。関西に行って来ましたが気温が 5度寒かったです。 
鈴木  努会員 5月の連休もあっという間に終わりましたネ！今日はバブル時代のお話です。 

真剣にお聞きします。 歓送迎会も楽しみましょう。 
田中 和郎会員 「強運開運の法則」一平さんに聞かせてやりたい。 
富永  悟会員 木所勝邦様卓話ありがとうございます。 
長谷部健一会員 総会シーズン真っ盛りとなりました。木所勝邦様の卓話楽しみに来ました。 
松田 龍美会員 木所さんの卓話楽しみにしております。 
安田 洋介会員 本日は木所様の「強運開運の法則」楽しみにして参りました。又歓送迎会も楽しみです。 
        よろしくお願い致します。 
垳田 一人会員 本日は木所さまの卓話を楽しみにまいりました。ありがとうございました。 
竹村 美保会員 本日の卓話楽しみにして参りました。どうぞよろしくお願い致します。 

                                          

誕生祝 大塚嘉一会員 
改めましてこんばんはちは 5月生まれです。 
僕ね、戦後生まれじゃないのですよ！みんな驚いてくれないな～ 
というのは昭和３１年生まれです。昭和３１年は、経済白書で 
もはや戦後ではないと言われた謳われた年です。ＧＮＰが 戦前と 
同じになったら、敗戦直後でも焼け野原になって日本が経済成長 
して、昭和３１年に戦前の 
ＧＮＰと同じもはや戦後ではな 
いと経済白書に年です。 
それを考えるとまだ社会先いき 
不透明、どうなるかわらない！ 
会長、一緒に世界を目指しま 
しょう。 
ありがとうございました。 

今後のプログラム  
5/28 会員卓話               レセプション 
6/4  誕生祝・結婚祝           レセプション 
6/11親睦旅行&ゴルフコンペン         小湊温泉 

（9・10日に振替）      
        

                      
 ５月１８日(土) 米山奨学生への研修、および奨学生とカウンセラーの 

親睦を深められるよう、米山学友会との共催で毎年恒例の日帰り研修 

旅行が企画され、山崎会長（カウンセラー）が謝 嘉杰くんと参加されました。 

                                          
皆さんこんばんは、お久しぶりです。今

月も奨学金をありがとうございます。４年生

になりましたので就活も色々といそがしい

所なのですが、これからも頑張っていきた

いと思います。よろしくお願いします。 


